
男女共同参画社会

誰もが、互いに人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い、性別等

にかかわりなく個性と能力を十分に発揮できる社会のことです。

「男だから」「女だから」という固定化された意識や慣行にとら

われることなく、個人が自ら希望するライフスタイルを主体的に

選べる社会を目指します。国では、「男女共同参画社会」の実現

を21世紀の最重要課題として取り組んでいます。

ジェンダー平等

「ジェンダー」とは、「社会的・文化的に形成された性別」のこ

とです。人間には生まれついての生物学的性別があります。一方、

社会通念や慣習の中には、社会によって作り上げられた「男性

像」「女性像」があり、このような男性・女性の別を「社会的・

文化的に形成された性別」（ジェンダー／gender）といいます。

「ジェンダー平等」とは、一人ひとりの人間が性別にかかわらず、

平等に責任や権利や機会を分かちあい、あらゆる物事を一緒に決

めることができることを意味しています。社会的・文化的に作ら

れた性別（ジェンダー）を問い直し、ひとりひとりの人権を尊重

しつつ責任を分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を

十分に発揮することができる社会を創るための取組が行われてい

ます。「ジェンダーの平等と女性・女の子のエンパワーメント」

は、持続可能な開発目標（SDGs）の重要なテーマとして「ゴー

ル5」に掲げられています。
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